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困 ご使用の前に

参両

付属のフレキシプJレアンテナを完全に装着した状態でお

使いください。

・ご使用の前に，つぎの注意事項を確認のうえ，

ご使用ください。

（注）本機に直接カーバッテリー（13.8V）を接

続しますと，故障の原因になりますので

ご注意ください。

l フ
E附∞｜、．
具（

万一トラブルが生じた場合は．購入店またはサービスス

テーションにどうぞ。
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2. 各部の名称と動作説明

DCLスイッチ

DCLシステムを動イ乍させる時ONに

します。通常のQSOではOFFにして

おきます。

RESETスイッチ

DCL動作をさせ，接続動作が終わる

とOHLインジケーター（檀）が点灯し

ます。

①このとき RESETを押すと OHLイ

ンジケーターが消えます。この状

態は，相手からのQSYコマンドを

受けつけます。

②再度RESETを押すと， DCL動作

をさせる前の周波数（スタート周

波数）へもどり， DCLスイッチを

操作する前の状態になります。

TX/BUSYインジケーター

送信時には赤色に点灯します。

受信時に信号を受信してスケルチが

開くと緑色に点灯します。またスケ

ルチツマミが反時計方向に回わされ

てノイズが出ている状態でも緑色に

点灯します。

CALLスイッチ

このスイッチを押すと運用周波数は

MOチャンネルにメモリーした周波数

になり， LCD上に‘の表示が出ます。

出荷時は433.000になっています。他

の周波数（サプチャンネル等）にす

る場合はMOチャンネルにその周波数

をメモリーします。

このスイッチがONのときはキーボー

ドで周波数をかえることはできなく

なります。

VOL（音量）ツマミ

電源のON一OFFスイッチと受信の音

量調節ツマミが兼用となっています。

左に回し切ると電源が切れます。

SQL（スケルチ）ツマミ

このツマミは，無信号時の「ザー」と

いう雑音を消すために使います。通

常は時計方向にまわして．無信号時

のノイズが消える位置にセットしま

す。

SCAN （メモリースキャン，プログ

ラムスキャン，オートスキャン）を

させるとき，アラー卜動作をさせる

とき，あるいはDCしシステムを動作

させるときには，このツマミを時計

方向にまわして，無信号時のノイズ

を消しておく必要があります。

Sメーター（受信時）

ノてッテリーインジケーター（送信時）

電池電圧が規定値以上なら緑のゾー

ンを示します。



アンテナコネクター

付属のフレキシプルアンテナ（BNC

コネクター付）を装着します。

HトLOWスイッチ

送信出力を切替えるスイッチです。

近距離交信では，しowの位置で運用

しますと電池の節約に有利です。

REVスイッチ

レピーター運用するとき．相手局の

入力信号をチェックできます。

スプリッ卜（送受信異なる周波数）

動作の場合REVスイッチを押すと

受信と送信の周波数が逆転します。

SP（スピーカー）端子

外部スピーカーまたはイヤホン用端

子です。マイク端子と組合わせると

スタンパイ端子となります。

接続図をご覧ください。

2.各部の名称と動作説明

MIC（マイク）端子

外部マイク用の端子です。 5Jlj売オプ

ションのスピーカ一マイクロホン，

SMC 26が最適です。付属の外部マ

イク用プラグをご使用ください。ま

た PTTスイッチ付マイクを使う場合

には，この端子のアース側をSP端子

のアース側に接続してください。

注）コンデンサマイク用で入力イン

ピーダンス 2.2kQ DC電圧約

4Vです。

ダイナミックマイクを使う場合

はコンデンサ（0.47μF-I μF) 

で DCをカッ卜してください。

4酔ーインピーダンス 2.2k!l 
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2. 各部の名称、と動作説明

／ ＼ 

J口』「［戸I
PRIO CH／ー M ＋ S.STOP 

キーボード

[TI 仁E ~ 仁巴
F寸ロロ

KENWOOD 
周波数の設定をはじめ

CHL TX/BUSY 

SHIFT. M SHIFT. M/S FUNCTION として，多くの機能を

仁百 仁亘コ 仁E 仁白 f寺っています。
TX OFFSET M日岡目＂＂目 DRESS

BS/OS 回盟国~ TO/CO M 

仁芝コ 亡亘コ O[J 日Eコ I .,,o cs,- M + S.STOP司

l仁口 仁E 巳E 口';:J I 
PS(M8～9) 巴蓮華m a!I!EヨALERT 

SHIFT MIS 

仁E E豆コ 仁E CM§] 
l仁E 仁E 仁E 百コ l
,s,os El!!li盟E TO/CO 

争4 ＃ SHIFT. W I c:::z:J亡E 仁E DiIBJ I 

I p出品曾＃ 曹｜
IL * 司、

スピー力一

超薄型のハンディトランンーパ一周に開発したスピ 力

ーです。スピーカーの左上にマイクロホンがあります。

音声はスピー力一関口部よりスリ y 卜によりマイクロホ

ンに導びかれます。
＼ 

、、

RELEASE BUTTON（リリース・ボfタン）

ノてッテリーを取りはずすときこのボタンを押して，パン
IITR-3田口！430MHzlJ~『

テリーパックを左方向にスライドさせます。

バッテリーパック

単 3電池6本を直列で使用します。
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ニdコマ クl立KEYLOCKスイッチカ《
0 Nであることを表示していますロ

このマークはGALLスイッチがONであることを表示して

います。

このマークは送信時，周波数が低い方向にシフトされる

ことを表示しています。

このマークは送信時の周波数がメモリー CHOに入力され

た値になることを表示しています。

このマークはシンプレックス動作（送信周波数と受信周

波数が同一）を表示しています。

このマークは空CHでスキャンが停

止することを表示しています。

2.各部の名称、と動作説明

メモリーロックアウト表示

このマークはプロクラムスキャン動

作中であることを表示じます。

このマ クはメモリースキャン動作

を表示しています。

このマークはアラー卜機能が働いて

いることを表示します。

メモリーアドレスの表示を行ないま

すの

二のマ－？はスキャンの再スター卜がキャリヤによって

コントローJレされることを表示しています。

このマークは送信時，周波数が高い方向にシフ卜される

ことを表示しています。

7 



2.各部の名称と動作説明

8 

CH Lスイッチ

DCLの接続動作をさせる時に使用し

ます。詳しくは10ページ及び30～34

ページを参照してください。

PTTスイッチ

送信するときは，このPTT（プレス

トーク）スイッチを押したままスピ

ー力ーに向ってしゃべってください。

TX STOPスイッチ

このスイッチをSTOPにすると，送

信ができなくなります。ポケット等

に入れて持運ぶときにはSTOPにし

てください。 KEY LOCK（キーロック）スイッチ

このスイッチを ONにすると，キー

ボードの操作が全て停止します。し

たがって周波数は変化しませんので

持運ぶときに ONにしておくと，設

定した周波数を固定できます。

また， KEYLOCKした時， LCD内

に4の表示が出ます。

LAMPスイッチ

LCDディスプレイパネルとSメータ

の夜間照明用ランプスイッチです。

照明用ランプはスイッチが押されて

いる問点灯します。



I I 

リセットスイッチ

マイコンのリセットスイッチです。

コールサインを書きこむとき，メモリ

ーを一度に全部消したいとき，またパ

ックアップ用のリチウム電池を交換す

るときにイ吏用します。

亡令
仁二

図－ 1

2.各部の名称と動作説明

バッテリー⑤端子

バッテリ－8端子

。
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[ 3. DCLについて

DCLシステム（DigitalChannel Linkシステム）とは，

マイクロコンビューター制御により，空チャンネル

を探して自動的に接続するシステムです。
〔特長〕

1 ）デジタルコードの設定によって，自動的に任意の周波数から

他の空チャンネルで相手局との接続ができるほか，接続周波

数での再呼び出し リコール機能を備えています。

2 ）デジタルコードは 5桁により多くの組合せができます。さら

に，そのコードのメモリ一機能，を備えています。

3 ）任意の周波数（スタート周波数）と，接続周波数をメモリーし

て，交互に移動ができるリパース機能を備えています。

4）コールサインを自動的に発射する機能を採用しています。

DCL機能の開始は：

DCLシステムが機能を開始するためには最初に6文字のコールサ

インを書込む必要があります。これを忘れますとDCLシステムが

働きませんのでご注意くだきい。

コールサインの設定：

右表の10進表示のASCII（アスキーコード）に基ずいて自局のコ

コールサインを書込みます。

例： JAlYKXのコールサイン書込み手順

1 ）電源スイッチを ONにします。

2) DCLスイッチを ONにします。

10 

3) 9頁の図 1のように，細い俸をケース裏側の穴から差入れ，

RESETスイッチを押します。なおリセソトをしますとメモリ

はすべて消去されますので，なるべくメモリーを入力する前

にコールサインの設定をしてください。

このとき，ディスプレイの中央に・が表示されます。つぎに

ご自分のコールサインを書込みます。例では，アスキーコード

より， J : 74, A : 65, 1 : 49, Y : 89, K : 75, X : 88とな

ります。

4）したがって，キー操作は， 7, 4, 6, 5, 4, 9, 8, 9, 

7, 5, 8, 8の順に押します。最後の 8キーを押し終ります

とビープ音で6桁のコールサイン書込み完了を知らせます。

5 ）キ 操作を誤った場合は 3）以降の操作を繰返してください。

6）設定したコールサインは内部でメモリーされていますので，

パックアップ電池の交換時及び背面のRESETスイッチを押し

た時以外は書込む必要はありません。

A : 65 B : 66 。： 67 D 68 

E : 69 F : 70 G : 71 H 72 

73 」 74 K : 75 L 76 

M : 77 N : 78 0 : 79 p 80 

Q : 81 R : 82 S : 83 T 84 

U : 85 V : 86 W : 87 X 88 

Y : 89 Z : 90 スペース’： 32

。： 48 49 2 : 50 3 51 

4 : 52 5 : 53 6 : 54 7 55 

8 : 56 9 : 57 



［竺 ご使用にあたって
4.1 電池について

付属の電池ケースの中に単 3型マンガン電池，またはアルカリ

電池6本を直列に入れてください。

（単3型マンガン電池は高性能タイプを使用す声ょうお奨めします。）

注）電池（⑥，8）を正しい方向に入れて〈ださい。

4.2 電池ケースのセッティング

TR 3600と電池ケースの溝を合わせ，右にスライドさせます。

はずすときにはリリーズボタンを押して左にスライドさせてくだ

さし、

4.3 運用時間
TR-3600の 1分送信， 3分受信の時間対電圧，パワー特性は右図

のようになっています。

このグラフはHIポジション（1.5W）で送信したものです。近距

離で交信するときにはLOWポジション（約0.3W）にすると電池の消

耗が少なくなり，運用時間を伸ばすことができます。

リリースボタン

電池ケースのセッテイン夕、

Batt voltage 

一 y•ncll!~) -- ＋二t:;ft；~＼：i i抵~~l::>1
sf －－~；手岸孟7一一九 液晶電圧は送信時的電圧値で仇

5←一 一一一一一一十一一一一一一一
Power 4 
(W) 

ll -0 時邑邑邑下＝＝＝＝副官旦ー30 6日

寸一一一←一一

12日 15日 (minute) 18日骨

運用時間

11 



4. ごイ吏用にあたって

4.4 電池電圧のチェック

運用中電圧が規定以下になりますとBATTインジケータの指針

が赤ゾーンを示しますのでバッテリーパックを充電するか電池を

交換してください。

4.5 マイコンパックアップ用リチウム電池について

TR-3600には7 イクロコンビューターのパックアソプ電源とし

て， リチウム電池が内蔵されています。従って，？ンガン電池等

の交換時でもメモリ が消える心配はありません。

リチウム電池の寿命は約 5年です。パワ スイッチを ON←

OFFする際に周波数の表示がおかしくなった場合には，セット背

面のリセットスイッチを押してください。 7 イコンがリセソトき

れて，正常な周波数が表示きれます。（但し，この場合メモリ は

コールサイン・デジタルコードを含め全て消えます。）

パワースイッチをONOFFして周波数の表示がおかしくなった

場合は， リチウム電池の寿命を示していますので，お早日に交換

してください。

注）マイコンパックアップ用リチウム電池の交換は，必ずお買い

求めていただいた販売店又は最寄りのサービスステーション

で行なってください。

4. 6 PB-26 NトCd（ニッケル・カドミウム）電池に

ついて

TR 3600用の別売オプションとして充電可能なNi Cd電池PB

12 

26があります。アクティブに運用される方にはPB26をお推めし

ます。

PB 26の充電器としてBC-2，モービルスタンドMS 1，急速

充電の可能なベーススタンドST-2があります。

注） MS-1, ST・2は充電電流とは別にTR・3600にDC電源が供給

されますので，充電中も運用ができますが， BC-2は充電中に

は運用できません。

AC IOOV 

同
BC-2 

専用AC充電器

4.7 UL（アンロック）表示について

電源電圧又は，パックアップ用リチウム電池が異常に低下しま

すと周波数表示部分に“UL＇’字が表示きれます。この状態では送

受信できませんのでご注意くだきい。

電源電圧低下に対しては，電池の交換および充電を行い，規定

の電圧にしますと正常動作となります。パックアップ用リチウム

電池の電圧低下に対してはリチウム電池を交換してくださし、。



5. キーボードの操作方法
5. 1 キーボードの操作一覧表

運 用 用 途 使 用 キ 操 作

周波数の設定 仁口一仁E 1-0を3回押すロ

IOkHzステップのアップ／ダウン E孟コまたはE杢コ ステップ毎に押すロ

IOkHzアップ／ダウンのスキャンの始動 E盃コまたは仁璽コ l秒以上押して離す。

IOkHzスキャンの早送り 仁盃コまたはE窒コ I 秒以上押したままにする。離せば早送り解除。

ディスプレイ周波数のメモリー [TI，圃Bl.仁口～仁E F, MRと押し． l～日でメモリーCHを指定。

メモリーチャンネルの呼び出し 圃E，仁口～[Q] MRを押し， l一日でCHを指定。

メモリーチャンネルの消去 仁El.[MB], [TI，仁口一仁巴 F, MR, Fを押し， 1-0でCHを指定。

メモリーチャンネルのロックアウト ~＋仁口一仁巴 MSを押したまま， CHを l一日で指定。

メモリーチャンネルのロックアウトの解除 ~＋亡口一仁巴 MSを押したまま，ロックアウトCHを 1-0で指定。

メモリースキャンの開始 ~ MSを押す。（DCLスイッチはOFF)

ビジー／空チャンネルスキャンストップの設定 仁El.CD （ディスプレイ→回） F, 7を押す。繰返すと交互に設定が入替わる。

テタイッムドリリジジュューームムススキキャャンンの重キ量定ャリアオベレイ 仁巴仁巴 （ディスプレイ→固） F, 9を押す。繰返すと交互に設定が入替わる。

プログラムスキャンステップ周波数の設定 [MB]. rn. CAJ.仁巴 [Al MR, 8を押しAでステップを決め＇ F, Aを押す。

プログラムスキャンの開始（MS→M9）（注） [TI.~ F, ＂＇を押す。

各スキャン動作の解除 仁巴 Gを押す。

ディジタルコードの書き込み 日豆口ON，~，仁口－[Q] DCLスイッチONでMSを押しl一日で5桁のコードを設定する。

ディジタルコードの呼び出し 口豆口ON，~ DCLスイッチONでMSを押す。

ディジタルコード表示から周波数表示への切替え 仁司 Gを押す。

入力コーJレサインの呼び出し（確認） 匡illWON,[TI，仁［］， [Al DCLスイッチONでF, 8，を押し， aを12固押す。

周波数シフト 一方向 仁El.C口 F, lを押す。

送信時はMOにメモリーされた周波数にする [TI, D:J F, 2を押す。

周波数シフト ＋方向 仁D l:::IJ F, 3を押す。

シンプレックス動作にする 仁E，仁巴 F, 5を押す。

（注） MBとM9にfMB (fM9の条件を満足する周波数がメモリーされていて，スキャンステップが設定されていること。 13 



5. キーボードの操作方法

5.2 周波数の設定

P同O.CH／ー M ＋ S.STOP 

仁白 [ID [Kl ~ 
SHIFT. M SHIFT M/S FUNCTION 

[3J [§] 仁E 仁白
BS/OS lf.iD!ll回 TO〆co M 

[zコ 仁亘コ QD  [MB] 

PS(MB～9) ALERτ 巴軍軍EヨE国軍
仁日 [QJ CD  CM§] 
栄 ＃ SHIFT. W 

司日
最初に3

を押す。

司
門司

2を押し，次に
4を押す。

14 

TR-3600は430MHz帯のトランシーパーですので，周波数の設

定は，まず， 430MHz-439MHzを設定します。

次にlOOkHzの桁とlOkHzの桁を設定します。

（例） 433. 240の設定

キー操作はE訂， rn.rnの）I頂に押します。
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5.3 IOkHzステップ／早送り

PRIO CH/- M ＋ S STOP 

o:::J 仁訂 ~ [gJ 
SHIFT. M SHIFT. M/S FUNCTION 

~ 仁E 仁亘コ [£] 
BS/OS 盟理彊窪田 TO/CO M 

[zコ仁亘コ E亘コ [Ms] 
PSCMII～到 AιEAT 畷窪翠窟菖 ・国軍軍

CTJ 仁亘コ 仁E CM§] 
当岳 SHIFT. W 

KEY LOCK 

CALL 

一ーーD叩talChaooel Liok System 

PROG. S 

MS 
ALERT 

i，』竺1：・HI門
f勺ゴコ，C.iLI 

TX OFFSET IIEIIORY AOORESS 

操作開始前のディスプレイ

『
門
口松

アップするとき ダウンするとき

5. キーボードの操作方法

・ワンステップ操作

D:Jを一度押すと 433.250となります。

もう一度押すと 433.260となります。

繰返して押すと

「一一一→433.260一一寸
430. 000 439. 990 

の順で周波数がかわります。

[TIのキーでは上記と逆方向になります。

「433.250べ33.260 I 
430: 000 439. 990 

・早送り

D:Jを1秒以上押したままにすると，押している間ディスプレ

イは高速てF下記のように繰返します。

離すと lOkHzステップのスキャンとなり，もう一度押すと停止

します。

「－－433.240
430.000 439.990 

亡Eのキーでは上記の逆方向になります。

15 



5. キーボードの操作方法

5.4 ディスプレイ周波数のメモリー

PAIO.CH／ー M ＋ S.STOP 

仁白 [gJ 仁訂 Cg] 

SHIFT. M SHIFT. MIS FU附CTIO州

~ 仁E 仁E 仁白
BS/OS m!E!m TO/CO M 

[zコ E亘コ QO  日E
PS(MB～9) ALERT IBim ID亙亙ヨ
仁王コ 仁E IT] 仁匝訂
鴻 ＃ SHIFT. W 

司
『
司
代
1-0を押す

16 

メモリーしようとする周波数を設定します。

一ーーDigi凶 ChanoelLmk System－一一ー

-, =-,un 
イヨコ．に可u

E
 
B

M

 

E

E

 

l
s
－
 

刷
引

M
聞
配
即

11( OFFSET 闘回目。肝細聞隠S

上図の周波数をメモリ CH3tニ書き込むには，キーを仁E ，日!BJ,

巳Eの順に押します。

ーーーーDigitalChannel Link System-

E
 

T
 

E

R

 

E

E

 

l
s
－
 

m円

M
聞
配
釦

KEY LOCK 

CALL 

－，寸，t門
吋ヨコ，，＝ ILi 
il 

11( OF同町 個目IOITADD目ESS

同じ手順を繰返し，仁口一仁田のキーで・10チャンネル分メモリー

できます。

メモリーに何も入力しない状態では周波数は433.000に設定されて

います。

メモリ－CHOはCALLスイッチで呼び出すことができます。従っ

てCALLスイッチで，周波数をメインチャンネル（433.000）に設定

するときはメモリーCHOには， 433.000以外の周波数を入力しない

様にします。

メモリーには，周波数の他に，シフト方向も自動的にメモリーさ

れます。更に CH4,5にはシフト幅も自動的にメモリーされます。

リピータ運用には，メモリーCH4,5の使用が便利です。



5.5 メモリーチャンネルの呼び出し

PR旧 CH/-I M 

o::J I CID 
SHIFT. M I SHIFT. M/S 

CTII仁田

明

門

司

5. キーボードの操作方法

ー－O,gotalChannel Unk System-

PROG. S 

MS 
ALERT 

ーココr円
，’ゴζ.cロム1

TX OFFSET 圃田岡田TADDIE鏑

上図は現在のディスプレイ周波数とします。

一例として，メモリーチャンネルの l, 2, 3, 5, 7, 8, 0 

に既に周波数が入力きれている場合，司自キーを押しますと，デ

ィスプレイは下図のようになります。

ー－Dig，旬IChann剖LinkSystem-

，，『ココC門 IPROG. s 
可ゴC:::.,CDU I 
s II園E固圃園園 IALERT 

TX町田町 園田DIYAD岡田鴎S

次に16ページの操作例により，メモリーCH3に433.240が入力さ

れているときはCT£]キーでメモリーCH3を指定しますとディスプ

レイは下図のようになります。

一一一唱ogitalChannel Lonk System-

s
 I
 

E

R

 

M
同

’

S
沼
唱

副
H

M
開
削
刷

KEY LOCK 

CALL 

-, .,, ＂守
吋ヨコ.c可L』
国

TX師同町 圃圃・IYA園田図書

17 



5. キーボードの操作方法

5.6 スキャンモードの設定

PAID.CH/- M ＋ $.STOP 

o::J Cg] CID [gJ 
SHIFT. M SHIFT. M/5 自内側芭包T~輔幻： 
[3:J 仁E uD 
8SIOS lf.:.1lli罰司 TOICO M 

[2] OD  "r:JI]・: [Ma] 
PS(MB～9) ALERT lil',iHj国 ．園置E
CD  [QJ 仁日 日E
’‘ 

＃ SHIFT. W 

TR-3600では，多彩なスキャン動作を楽しめます。

スキャンの自動停止は，信号のあるチャンネルで停止する方式

（ビジーストップ）と，信号のないチャンネルで停止する方式（オ

ープンストップ）をキーボード操作で選択できます。そして停止

後のスキャンの再開も，信号のあるなしにかかわらず約5秒後に，

18 

スキャンを再び始める方式（タイムリジュームスキャン）と，

ビジーストップ時は信号がなくなったとき，オープンストップ時

は信号が入ってきたときに，スキャンを再ぴ始める方式（キャリ

アオペレイテッドリジュームスキャン）を，キーボードで選択

できます。

各スキャンモードの設定は，次の操作をします。（各スキャンモ

ードの初期設定は，ビジースト yプ，タイムリジュームスキャン

となっています。）

①匡ヨ， [zJキーを押しますと，ディスプレイに固が表示され，

オープンストップとなります。

②再度巨ヨ， [zJキーを押しますと，ディスプレイ上の図表示が

消え，ビジーストップにもどります。

③口ヨ， uoキーを押しますと，ディスプレイに回が表示され，
キャリアオベレイテッドリジュームスキャンとなります。

④再度ロヨ， uoキーを押しますと，ディスプレイ上の図表示が
消え，タイムリジュームスキャンにもどります。

この様に，スキャンモードは上記の操作を組み合わせることに

より， 4種類の状態を選択できます。オートスキャン，メモリー

スキャン，プログラムスキャンは設定されたスキャンモードに応

じて，自動停止，自動開始を行ない‘ます。

例として，どのような局がでているかを探すときは，ビジース

トップと，タイムリジュームスキャンの組み合わせが便利です。



5.7 オートスキャン

苗 lciJI司暗
出｜苗lool畠側
さる層雪｜畠｜晶

VOL~ト阻

司
円

5. キーボードの操作方法

オートスキャン動作にするには，次の操作をします。

①スケルチツ7 ミを時計方向にまわして，ザーというノイズを消

します。

②オートスキャンで周波数をUPする場合は， [TI キーを 1秒以

上押しつづけてから，離しますと， UPスキャンを開始します。

③DOWNする場合は， IT]キーを 1秒以上押しつづけてから離す

と， DOWNスキャンを開始します。

④スキャンの停止は， [TI' C:口又は ODキーのどれか一つを押

せば止まります。

19 



5. キーボードの操作方法

5.8 メモリースキャン

P剛O.CH／ー M ＋ 

仁百三仁白 cg:コ~ 
SHIFT. M SHIFT. M/S FUNCTION 

仁訂 LlD 仁E 仁巴
BS/OS 回盟国~ TO/CO M 

仁芝コ E亘コ 仁E 日E
PS(MB～9) ALERT E翠革担ヨ

二…鴎直E附翻何E翠．歯W菌IT] 仁E D:J 
’‘ ＃ 

スケJレチ

JO 市スキャン開宣告
VOL~ト阻

『大
スキャン停止

20 

一ー一D,g,talChaaael Lmk System-

S
 

T
 

E

R

 

B

E

 

t
s
－
 

刷
刊

M
開

U
E
W

ーココC門
・－；ゴt二，t二CtLt
s 

TX OFFSET 掴目・0・VADDRESS 

上図は現在のディスプレイ周波数の例です。

現在，ロコ， rn，口口，口口， rn.rn，口口の各チャン
ネルにメモリーきれているとします。

スケルチツマミを時計方向にまわして，ノイズが出ないように

調整して， DCLスイッチはOFFの状態にしておきます。

次に日Eキーを押しますと，ディスプレイ上のチャンネル表示

カヘ
「田→回→回→回→巴→国→回寸

の）I［買にスキャンします。

スキャン停止は口2キーを押します。スキャンの再開は，再び

D.l[Jキーを押してください。また， PTTレバーを押すことにより，

スキャン｛亭止するこむもできます。



5.9 メモリーチャンネルのロックアウト

+ I s sτOP 

~I 仁巴

Dul仁巴

ーーーーDog,talChaoael Lmk System-

斗，？吋o* I :~::; s 

M 

[Maコ

E「や＼
＋甲しTこまま

『
日

ーメモリーCHロックアウトとは

メモリー CHロックアウトとは，メモリースキャン動作で不要

なメモリーチャンネルをスキャンから一時的に外しておくことで

す。この様にするとスキャンのスピードを上げることができます。

ただし，そのチャンネルのメモリーは消えません。

5. キーボードの操作方法

現在， E，団，国，国， 困， E〕，匝］の各 CHにメ
モリーされているとします。

DCLスイッチはOFFにします。

1）あらかじめロックアウトチャンネルが決っている場合の手順

一例としてメモリ 2CH,5CH, 7CHをロックアウトする場合は，

[J,l§]キーを押したまま[gJ' 0:0 ' [zJ と押しますと，メモリ

ースキャン動作は下図の）I頃で繰返します。

「田→回→国→回寸

これはCH2, CH5, CH7をロックアウトしたいときの方法です。

2）そのつど周波数を確認しながらロックアウトチャンネルを指定

する場合の手順

日Eキーを押しますと，メモリースキャンが開始され，下図の

順で繰返します。

「田→国→回→回→回→回→回1
次に任意のチャンネル（例としてメモリーCH3）がディスプレイ

されたとき，日E キーを押したままにして（この時メモリーCH3

でスキャンが一旦停止します）巴Eのキ を押しますと， CH3が

スキャンから外れます。この手順を繰返し，一つ一つロックア

ウトチャンネルを設定します。

ロックアウト状態のときはD.IBJ' o::::J -0:0のキー操作でメモ

リーチャンネルを呼ぴ出したときスターマークが出ます。
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5. キーボードの操作方法

5.10 メモリーチャンネルのロックアウト解除

＋ S.STOP 

~ 仁E
FUNCTION 

仁巴 仁E
M 

[MBコ
mom 
亡E
＃ 

私
ぃ

＼
十
／
〆

回

目

白

十甲しfこまま

『
日
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一一操作前の状態

現在，田，回，団，回，回， 国，回の各チャン

ネルにメモリーされていると仮定します。

また，ロックアウトチャンネルは， 図， 回， 回とします

と，ロックアウトチャンネル解除前のスキャンは，下図のように

なっています。

「巴→回→回→回寸

・ロックアウト解除手順

DCLスインチをOFFにします。

日E キーを押したままで， [g], [§], [zコとキーを押します

と，これらのチャンネルがメモリースキャン動作に復帰します。

「田→回→回→回→回→国→回寸



5.11 プログラムスキャン

PAID.CH/- M ＋ S.STOP 

IT] [gJ 仁E 仁E
S州IFT.M SHIFT. M/S 定FU闘自CTIQ測
[3J [ID 仁E
BS/OS 一画.~·圏

TO/CO 

i沼関；…E芝コ rnJ 
PS(MB～9) ALERT 

コ岡J甲田： 
・国軍量

仁王コ E豆コ [M§] 
訴 SHIFT. W 

軍司～
司＋司…
ピト一

『
＋
『

メモリ CHBの呼び出し メモリー 開始

一ープログラムスキャンとは

プログラムスキャンとは，メモリーCHS,9の周波数聞を任意の

スキャンステップでスキャン動作させ，ビジーチャンネル，また

は空チャンネルを探す方法です。

スキャン範囲の設定

（例）433. 000MHzから433.800MHzまでスキャンさせる場合，メ

モリーの方法でCHSを433.000MHzに， CH9を433.800MHzに設定

します。この時， CHSはスキャン開始の周波数， CH9はスキャン

5. キーボードの操作方法

終了の周波数ですので， CHSより高い周波数を， CH9に選んでく，

Tごさし、。

ステップ周波数の設定

最小ステyフ。はlOkHz，最大ステッフ。はCH9とCHSの差の周波数です0・IOkHzの場合：
1) OIBJ ' 0:0と押し，メモリーCHSと呼び出します。

ディスプレイは433.000となります。

2) [TI を一度押して，ディスプレイを433.010にします。

3）口ヨ， [TIと押しますとビーフ。音を発し， lOkHzステップの

設定がメモリーされます。・20kHzの場合：
1）団E ，ロE と押し，メモリーCHSを呼び出します。

2）仁王コを 2度押し，ディスプレイを433.020にします。

3）仁E] ' [TIを押して，ビープ音を発し20kHzステップの設定

がメモリーされます。同じ方法で，任意のステップを設定で

きます。 [I]キーの代わりに，最初のスキャン周波数を [I]

-[IDの数字キーで入力し，その後日己， [TI を押す方法で

もステップは設定されます。

ステップ周波数の解除

ステップ周波数の設定後，メモリーCHSを呼ぴ出しますとステ

ッフ。周波数が解除されます。この場合は次のプログラムスキャン

の開始が出来なくなりますので，再度ステップ周波数を設定して

下さい。

プログラムスキャンの開始

前記の設定が終わりましたら，仁E] ' CT]と押しますと，プロ

グラムスキャンが開始されます。

プログラムスキャンの解除

[gJ キーを押すことにより，解除できます。
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この動作は送・受信異なる周波数（レピータ運用時）で運用す

る場合，シフト周波数の幅及ぴ方向を任意に設定し，あらかじめ

TR-3600に記憶させておいてシフト動作をさせるものです。

[ I] シフト幅の設定

シフト幅は表示周波数から 430MHzを百｜いた周波数です。した

がって， 2MHzのシフト幅を設定する場合は， 432.000と表示さ

せ仁E]' ［］，§］キーを押すと設定が完了します。またシフト幅は，

lOkHzステップで最小lOkHzから最大9.99MHzまで自由に設定で

きます。

注）リセット時はシフト幅は5MHzとなります。

口口シフト方向の設定

シフトの方向はプラスシフト，マイナスシフト，メモリーシフ

トの 3通りが選択できます。プラスシフト，マイナスシフトでは

受信周波数に対して，［ I]で設定した幅をプラスあるいはマイナ

スした周波数で送信できます。また，メモリーシフトでは，［ I J 
で設定した幅とは無関係にメモリーCH0にメモリーした周波数

で送信できます。なおシフト方向は＋，一， Mでディスプレイに

表示きれます。また，これらのシフト状態の場合は内蔵されてい

るトーン発振器により，自動的に88.5Hzで変調がかかります。

操作プラスシフト仁EJ,CD 

マイナスシフト仁E ，ヒロ

メモリーシフト仁E]' 00  

i主）シフト周波数がアマチユアバンド外になるように設定した時

は，周波数シフトを行わないで受信周波数で電波が出ます。

5. キーボードの操作方法

出｜国｜首

…
国

lf.i.1!E回

E亘コ

附ゅよ聞広l M 

~l[g] 

rn 
BS/OS 

仁芝コ

周波数シフト5.12 

~ 

~:\ 
可
↓
可
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5. キーボードの操作方法

[III Jシフトの解除（シンプレックス運用） [NJシフトメモリー

シフトを解除し通常の運用を行う場合は [TI' [}Dキーを押す メモリーCH4.5は，シフト幅及ぴ方向を各々任意に設定できる

とディスプレイに Sが表示され送・受の周波数が同じになります。 メモリーCHです。希望するシフト幅，方向，受信周波数を［ I ] ' 

またトーン発振器もオフになります。 [I口に従い設定・表示させ，5.4の方法（日己，団fil' GJあるい

注）リセット時は，シンプレックスになります。 は［｝［］）でメモリーしてください。これでメモリーCH4.5の内容

［例］ 439. 000MHzに対してマイナス2MHz,シフトした場合 は，あらたにメモリーしないかぎり別の設定操作により変わるこ

国 432.000を表示させ， Eヨ， O,l§]キーを押す。 とはありません。

園 439.000MHzをキ一入力表示させる。 注）他のメモリーCHは，シフト情報に関しては，シフト方向のみ

園口ヨ， [TIを押す。 メモリーするニとができます。シフトの幅については，一番

固この状態で送信すると周波数は437.OOOMHzになります。 最後に設定された幅に従います。したがって CH4又は5に

5MHz以外のシフト幅を設定している場合に， CH4又は 5を

よびだした後，他の周波数でレピータ運用をする時は前貰［ I] 

の方法でシフト幅を5MHztニ設定して下さい。
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5. キーボードの操作方法

5.13 アラート動作の設定

市
司
日

市
司
日
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・設定操作

D::J, [QJの順でキーを押しますと，ディスプレイは下図のよ

うになります。

S
 

T
 

E

R

 

a
－
 

－

E
！
 

剛
H

U
開
制
剛

ー一ー-O,g;1a1Channel Unk System-

1「・7「Eア円
ーゴユコロιJ

lll OFFS町 腿臼冊目VADDREl隠

この設定を行ないますと，メモリーCHI(FRIO.CH）にメモリ

ーした周波数のモニターを行ないます。

ビシースト yフ包の時， CHIがビジー（使用中）の場合はビープ音

（ピッピッ）で知らせます。この間隔は8秒に 1回です。

なお，空チャンネルのときは，ビープ音は出ません。

・解除操作

ロヨ， [QJの順でキーを押しますと，ディスプレイ上の惨マー

クが消え，アラート動作が解除されます。

・ロヨ， cz::::Jの順でキー操作を行い，ディスプレイ上に固の表示

が出ているときは，‘空チャンネルスキャン動作となり， CHIが

空チャンネルであればビーフ。音（ピッピッ）の音を出して知らせ

ます。



5.14 メモリーチャンネルの消去

PA旧 CH／ー l M 

仁己ICID
SHIFT. M I SHIFT. M/S 

BS/OS llim!E!ml TO/CO 

[zコ
CL]江田

~→直弘

司→~

5. キーボードの操作方法

ー－o;g,talChannel Unk System-

『コr円円
·－：ゴ~，.ロuu

E
 
S

M

 

O

E

 

1

5
－
 

刷

n
M聞
配
恥

TX OFFW 園田畑1YADD・ESS

上図は現在のディスプレイ周波数の例です：。

一例として，キー操作をロヨ，哩E と押しますと，ディスプレ

イは下図のようになったとします。

ーーーーーo;g,talChannel Unk System－ーーー

I，－コC円円 IPROG. s 
－，ゴーl,DUU IMS 
s en固盟国固 lALERT 

TX OFFSET M回目・・VADD闘ESS

次にキー操作を仁E],［豆コと押しますと，ディスプレイは433.000

と， CH3が表示され， 16ページの操作例で入力した433.240MHzは

メモリーCH3から消えたことになります。

ー一一o;g陶 lChannel Link System-

S
 
E

町

E

E

 

l
s
－
 

刷

n
M聞
配
恥

『コ門門門
・－；ゴーJ,I_I/_ILI
il 

TX OFFS町 闘圃DRY岨DRESS

27 



5. キーボードの操作方法

5. 15 ディジタルコードのメモリー

＋ S.STOP 

仁司 ~ 
FUNCTIO側

仁E 仁目
M 

日E

E豆ロスイッチはON

I 2 3 4 5 
／／’～＼、

日00 CM§] 

¥ ) 
54321 22472 

、～ー日E---

・デジタルコードとは？

任意に組合せられた， 00000-99999までの5桁のコ

ードで， DCLシステムが動作するための基本となる認識用コー

ドです。同一デジタルコードの受信により，接続周波数の移動

ができます。

ディジタルコードの選択

・ディジタルコードのメモリー手JI贋

l)DCLスイッチを ONにしておきます。

28 

2）日E キーを押します。ディジタルコードが未入力であればデイ

スプレイは00000のようになります。
3）例えば，ディジタルコードを 12 3 4 5と設定するには仁D.

仁E ，巳［］ 'GJ，巴Eの順でキーを押します。

’ーーー－o,g;1a1Chaanel L,nk System－ーー

，z’EEE
E
E
E
E
E
E
E

目、

H

i

 

c
－
 

O

A

 

I

C

 

Y
 
E
 
H
 E

J
一蹴

υ1
一醐

ヲ
コ
一
川

コ
「
』
一
刷

i
s

－園田TX OFFSET 

4）手順2), 3）を繰り返し， 3種類のディジタルコードがメモリー

できます。

5）メモリーしたディジタルコードの書き換えは， 1), 2), 3）の手

/II頁で行ないます。

・ディジタルコードの選択

l)DCLスイソチをONにします。

2）メモリーした 3種類のディジタルコ ドのなかから日E キーを

押して選ぴ出します。

一例として左図の様にディジタルコードがメモリーされてい

る場合は現在のディジタルコードが12 3 4 5で， 5 4 3 2 1 

を呼び出したい時は [J,j§]キーを更に 2回押します。

・ディジタルコード表示から周波数表示への切替えは，仁田キー

を押しますと周波数表示に戻ります。

・出荷時，デジタルコードは， 3チャンネルとも， 0 0 0 0 0に

なっています。



5.16 コールサインの確認

I F.rl. 

一司
3. DCLの項（p 10）の“コールサインの設定”で書き込んだ

コールサインはメモリーされていますので，いつでも読み出して

確認することができます。

操作は下記の通りです。

①DCLスイッチをONにします。

②口ヨキー，日目キーを押すとディスプレイに・が表示されます。

③c::::Dキーを 2固押しますと，最初のアスキーコードが表示され

5.キーボードの操作方法

④[I]キーとつづけて2回づっ押すと，順次コールサインのアス

キーコードが表示されます。

⑤c::::Dキーを12回押しますと，コールサインの最後の6桁自のア

スキーコードが表示されるとともに，ビープ音が聞こえて，

元の周波数表示に戻ります。

コールサイン表示中は，受信，送信機能は停止します。

例： JAIYKXの場合

操作 ディスプレイ

圃盟国盟国

[EJ CiD 

[I]( I回目）

c::::D ( 2回目）

[IJ(3回目）

c::::I:J ( I l回目）

[IJ(12回目）

↓ 

ビープ音

↓ 

守
I, I 

,.1吋
2.6 

b・B
ti.BB 

周波数表示になります。
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r 6 .交信のしかた

70cm帯のUHFでは， JARL（日本アマチュア無線連盟）の推奨パ 局します。（周波数の設定については，キーボードの操作方法を

ンド使用区分が決められていますので，ルールに従って運用され 参照）

るよう希望いたします。 5. SQL（スケルチ）ツ7 ミを，適当なレベルに調節します。

運用にあたっては混乱が生じぬよう，十分な配慮をお願いいた

します。 6.2 送 信

図 5 .JARL 430MHz帯使用区分

巴画E

（，互l) 431.9DDMH,-432.240川H，め周度数得＂・司直反射通信，流星散乱通情 オーロラ反射通信なとに使用する

（；主2）日i日nnν＼Hz 431.900MHz及び432.240Ml-1z -434. 500MHz（！）各周波数帯のFM電液の占有周波数帯幅＜，， 16kH, 

以下とする刷

（，主3）レビ タ周入出力周波数得の入出力周f度数は 別に定める
（注4)FM系による RTTY.SSTV及ぴFAXの運用は 431凹 0MHz-431.300MH2及ぴ全電波型式の周波数帯を使用する

6. I 受 信

1. VOL(音量）ツ7 ミをONします。と同時にLCDパネル内に周

波数が表示きれます。

2. SQL（スケルチ）ツ7 ミを反時計方向いっぱいに回します。

3. VOL（音量）ツ7 ミを時計方向に回し，ノイズの大きさを適当

なレベルにします。

4.キーボードの仁王コーrn:コ各キーとo:::J・o::::Jキーを使って選

30 

1 .キーボードを操作して，希望するチャンネルにする。

2.他局が通話していないことを確認してください。

3 PTTスイッチを押して，スピーカーに向ってしゃべる。この

とき， ONAIRインジケーターが点灯します。本機と口との間隔

は 5-10cmが適当です。

6.3 DCLシステムの運用

デジタルチャンネルリンクシステム（DCLS)

1. DCLシステムが動作するための条件

①コールサインが書き込まれていること（ P I 0参照）

②相手局とのデジタルコードが一致していること。

③TX・ STOP SWがJ)FFであること。

(DCL制御信号を送信できなくなるため）

④TX OFFSETがシンプレックスになっていること。

以上の条件を満足しないと DCLシステムは動作しませんので，

ご注意ください。



6. 交信のしかた

2 操作手順－－－基本操作を以下に示します。

。操 イ乍 動 イ乍 備考及び注意点

DCLスイッチを ON DCLシステムを動作状態にします。 この状態では，送信の際，常にDCL市I］御信号が送信きれ

にします。 ます。

デジタルコードの確 口E キーを押すと，白局のデジタノレコードを表示しま デジタルコード表示中は，送信できません。

認します。 す。相手局と一致しているか確認して， [gJキーを押し デジタルコードの設定については，（ P 26）をご覧くださ

て，周波数を表示に戻します。 し、。

SQ.VOL臨界点にセ SQ.VOLをノイズが消える｛立置にセットします。 スケルチが開いていると，マイクロコンビュータが全チ

ットします。 ャンネル使用中と判断して，空チャンネルが見つからな

くなるためです。

CHL （チャンネルリ CHLスイ yチを押すと， CHLインジケーターが点滅して 空チャンネルがみつからないときは， PTTレバーにて空

ンク）スイッチを 空チャンネルをランダムに探しに行きます。このとき周 チャンネル探しの動作を解除することができます。この

ONします。 波数表示も空チャンネル周波数を表示します。空チャン 場合，周波数は元のスタートチャンネルに戻ります。

ネルが見つかると，元のスタートチャンネノレに戻り，自

動的に制御信号を送信して，再び空チャンネルへ移りま 空チャンネルが見つかってスタートチャンネルで，制御

す。このとき，制御信号を同ーのデジタルコードの相手 信号を自動送信する｜祭，他局の信号があると，受信モニ

局が，スタートチャンネルで受信すると，相手局も同じ ター状態のままとなり，「他局の信号がなくなるまで下」自

空チャンネルに移ります。空チャンネルへ移りますと， 動送信されません。このようなときは，状況をよく判断

チャンネル接続の動作が完了したことを示すCHLインジ しながらPTTレバーにて強制的に制御信号を送信するこ

ケーターが点灯します。 とができます。

相手局も空チャンネ 通話QSOにて相手局も空チャンネルへ移ってきたか，確 CHLインジケーターが点灯中は，デジタJレコードが一致

／レへ移ってきたか確 認します。 しでも，他局に引き込まれることはありません。

認、

QSO DCL SW OFF・・・・・田通干｛・QSO DCL ONでは送信の初めと終わりに，市IJ御信号が発射さ

れますが，チャンネル接続動作完了後は，制御信号が不

要となりますのでDCLSWをOFFにします。

QSOの品冬了 DCL SWをOFFにしたままのときは， DCLSW ONに CHLインジケーターが点灯したままでは，次のDCL動作

して， RESETSWにてCHLインジケーターを消してく に移れないためです。

fごさい。
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6.交信のしかた

3. DCLシステム実施例

引き込む局……A局 待ち受け局－…一B局

デジタルコード・一・・・12345

今， 433.000MHz （コールチャンネル）で， A局と B局が交信中，空チャンネルに移ることになったときは，次の操作をします。（この場

合， 433.000MHzをスタートチャンネルと呼ぴます）

B 局

DCLスイッチON

一山ChannelL,nkSystem-

"' l・C!I
CALLI 竺己：~：：／
TX OFFSET 回目眠111,aa・冊目’

P伺OCH/- M ＋ S STOP 

o::J E室コ CD [gJ-,o 
S剛STM S料IFT.M!S FUNCTION 

[3J [§] []O [EJ 

BS/OS --TO/CO M 

ez::コD:[コE豆コ 日直コ
PS(M圃～剖 ALERT E目llllDil-[TI 0:0 [D  日~圃

S附STW 

A 局

デジタルコードの確認

O,j§Jキーにてデジタノレコードを確

認して仁E キーにて周波数表示に
戻します。

スケルチボリウムをノイズの消える

位置にセットします。

防 l・c・l －コ円円円 ｜剛u
toul Jゴユ，UUU 1:/m 
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DCLスイ yチON

一一一一一DQll~I Cha n凶 LinkSystem－』ー一一

Kn LOCIII 

CALLI 竺己記／
TX町田町 蘭園”’畑町田

開，o酬ー M ＋ S STOP 

o::J [JL] CD E豆コa
s”ST M SHIFT. MIS FUNCTION 

[3J [§] E互コ 仁巴
BS/OS － 園 TO/CO M 

CTコE亘コ OU  [J,IBコ
PS(M自～9】 ALERT E目E盟国 －璽耳置

[TI E亘コ [D  日~.... 
＃ SHIF寸 W

デジタルコードの確認

O,j§Jキーにてデジタルコードを確

認して ＠］キーにて周波数表示に

戻します。

間
断
山



A 局

側同iのCHLスイッチを 1回押します。

CHLインジケーターが点滅して，空チャ

ンネルを探しに行きます。（仮に空チャン

ネルを433.32MHzとします。）

空チャンネル433.32MHzが見つかると，

スタートチャンネルにもどり空であるこ

とをチェックしてから，自動的に制御信

号を送信します。

空チャンネノレに移ります。 CHLインジケーターが点灯して，ビー

プ音（ピピピ…）で接続動作の終了を知らせます。

空チャンネルへ自動QSYI附山｜ ｜ 
山 Is Li:/ヨ320I::;;, 

4.他機能及び注意点

DCLシステムは，次のような機能を有しています。

①リコール機能 CHLスイッチ

自局は空チャンネルへQSYしたが，相手局がQSYしてこない

場合，相手局が何らかの理由（スタートチャンネルて、混信，妨

6. 交信のしかた

B 局

そのまま待機

円：：：［ S L/3 3,000 j;;:: 

制御信号を受信します。

空チャンネルに引き込まれると同時に， CHLインジケーターが点

灯して，ビーフ。音（ピピピ…）で接続動作の終了を知らせます。

空チャンネルへ向動Q叫・：：：：［ ;-:33.320 J;::: 

害などを受ける）で，空チャンネルへ引き込まれなかったとき，

CHLインジケーターが点灯している状態で，再度CHLスイッ

チを押せは、再び相手局を引き込む動作を行います。 CHLが点灯

している聞は何度でも行えます。
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6.交信のしかた

②リセット機能－ RESETスイッチ

CHLインジケーターを消し，チャンネルの接続状態を解除しま

す。ここでCHLスイッチを押せば，このチャンネルをスタート

チャンネルとして新たな接続動作を開始します。

③リパース機能 RESETスイッチ

接続動作終了後， リコール動作を何度行っても，相手局が空チ

ャンネルに移って来ないとき，例えば前項のA局とB局の場合，

B局が空チャンネルに移勺て来ないとき（DCLシステムを ON

していなかった，またはB局に強いi比信があったときなど） A

局はリセットスイッチを 1回押して CHLインジケ ターを消
し（リセソト機能），更にリセソトスイッチを押すとスタ ト

チャンネルにもどります。そしてスタ トチャンネルで， B局
に指示した後，更に 1回押して空チャンネルにもどる機能のこ

とです。（この機能は， リセ y ト機能と連動しています。）

④待ち受け時，スキップ周波数の設定

ある特定のチャンネルには，どうしても引き込まれたくない場

合は，そのチャンネル周波数を，メモリー7CHにメモリーすれ

は＼引き込まれません。

⑤空チャンネルの判定

本機のDCLシステムは，スケルチボリウムでスケルチが聞くよ

うに設定きれたレベル以下の信号が，約 1.0秒間無い状態を空

チャンネルと判断していますが，状況の変化によっては，接続

された周波数が空でない場合もありますので，チャンネルチェ

ックは必ず千子なうようにしてください。

⑥空チャンネル探し

34 

空チャンネル探しは， FM電波の使用可能バンド内（432.26-

433.98, 438.02-438.98）を 20kHzステップでラン夕、ムに行な

いますが， 433.00, 433.500及びメモリー：7の内容（周波数）を

スキップして行ないます。（ただし接続動作時スタートの周波数

は，どこからでもOKです。）

＂＇剛山 240 433.0凹 rn叩 叩醐 M3 439叩 O 叫叩

~·~~ 」」f-d
4保し

⑦局が出ていると自動送信しない。

DCLシステムによる接続動作では，引き込む局が空チャンネル

を探し出し，スタートチャンネルで自動送信をしようとする時

に，他の局が出ていると自動送信をせずに，その局がいなくな

るまで、待ってから自動送信をします。

例えば上の例では， A局が空チャンネルを探しにいっている聞

に， 433.000MHzに他の局（C局）が出てきてしまった場合， C局

がいなくなるまで自動送信をしません。この様な時は， C局が

いなくなるまで待つ必要があります。

この様な場合受信モニター状態となりますので，状況に応じて

PTTを押し，マニュアル操作で送信することができます。

⑧スキャン

スキャン中は，接続動作はできません。

⑨プライオリティアラート

プライオリティアラート ON時に十妾続重力｛乍をしますと，フ。ライ

オリティアラートを解除してから接続動作がスタートします。

⑩相手局を引き込まない。

相手局の状況（DCLスイッチ OFF，デジタルコ ドの不一

致等）. i.昆信，電波の伝播状態， 7 イクロコンビューターの過渡
現象，ノイズ等によって，空チャンネルへの接続がでRきない場

合も生じます。

⑪PTTスイッチによる普通の送信について

DCLシステムスイuチがONの状態では，送信の初めに制御信
号（データ）：が約0.2秒入りますので，一呼吸の聞をとってから

話しましょう。又送信の終了にも制御信号が同様に入りますの

でPTTをはなしでも約0.2秒送信状態のままとなります。

⑫CHLインジケータ一点灯中の接続動作

インジケータ一点灯中（接続動作終了後）は絶対に引き込まれ

ることはありません。これは誤動作等により再度別の空チャン

ネルに引き込まれることを防止しています。



6.4 レピーター運用について

UHF帯の電波は， HF帯の電波とは異り，いわゆる見通し距離

の範囲内でしか利用できません。

図1のように交信しようとする相手の中間に高いビルとか，高

い山などがある場合，見通し範囲外となります。

そこでビルの屋上，山の頂上にレピーター（自動中継局）を設

置します。

図2のようにAさんから434.92MHzで送信し，これをレピータ

ーの受信部で受信します。

Aきんとビル屋上は見通し範囲内ですから， Aさんの電波はビ

ル屋上で強力に受信できます。

434.92MHzを受信したレピーターは，これを439.92MHzに変換

してBさんに送信します。

、弱

、／・’
／”局、，、
” Fーーーー『 、
，
 
／
 

，
 
，，
 

，
 
，
 
，
 
，
 
，
 へ響一三

Aさん
図 1

Bさん

6.交信のしかた

ビル屋上とBさんとは見通し範囲内ですから，ビル屋上からの

電波はBきんが強力に受信できます。

つぎにBさんからAきんへに送信は， AきんからBさんへの送

信と同じです。

,I 
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6. 交f言のしかた

36 

TR-3600は，トーン周波数発振器（88.5Hz）は内蔵されて

います。 88.5Hz以外のトーン周波数が必要な場合は，オプシ

ョンのTU35AまたはTU35Bを耳又りイ寸けることにより干与る

ことができます。

官

トーンユニット



．レピーター用周波数

l: ピ一一臥田

仁竺

eTR・3600でのレピーター運用

［使用方法の例］

1. シフト周波数を5MHzに設定します。

2. IT], [I]と押してTXOFFSETをーにします。

3.受信状態で周波数を439.920MHzに合わせます。

4.送信すると434.920MHzで、送信されLCDは4.920を表示します。

以上の操作により，レピーターを運用することができます。

なお， 88.5Hzのトーン信号は TXOFFSETを一，＋， Mにする

と，自動的に動作します。

e.JRIWA局の使用法

1.使用できるトランシーパーは，送信周波数が434.92MHz，受

信周波数は439.92MHzで送，受転換が一挙動ででき，かつ，音

声変調の有無に関係なし 88.5Hz（偏差約0.5%以内）のトーン

信号で土0.5kHzの周波数偏移で変調されているものです。

2. レピーターの局を利用する場合は，受信周波数でワッチし，

使用の有無を確認してください。

6.交信のしかた

3. F M トランシーパーのマイクロホンにイ寸いているプレストー

ク・スイッチを押して，すぐもどすと，レピーターが動作すれば，

JRl WAのコールサインがモールス符号で受信でき，これによ

って，レピーターに電波が達しているかどうかがわかります。

4.通話は簡潔に，かつ短時間に行ってください。一回の通話が

連続して 3分を超える場合および通話と通話を相互に繰り返し，

3分を超える場合は，自動的にレピーターの送信は停止します。

一旦送信が停止した後は，次の通話は必ず5秒間の間隔をおい

てから行ってくだきい。

5.始めの利用者相互による通話が， 3分間以内，たとえば2分

聞で終了した場合は，次の利用者は， 5秒間の間隔をおいてか

ら通話を開始してください。 5秒以内に通話を開始した場合は，

約 1分間で自動的にレピーターの送信は停止します。

6. F2, F3以外の電波で，レピーターによる自動中継は，

に行わないでください。

草色責す

7.通話と通話の間隔の時聞が5秒を超えますと自動的にレピー

ターの送信は停止しますから，レピーターの入力信号が5秒間

とだえないように送信してください。

8.混信等のため利用が不可能になった場a合は，

なしに中断することがあります。

その運用を予告

9. レピーターを利用するときは，自局のコールサインと電波の

発射地点を必ず送信してください。

10.送信電波の質が電波法令に合致しない場合，または混信等の

ためその利用が不可能な場合は，連盟事務局業務課03-9478221 

に電話で通報してください。
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7. 運用にあたってのご注意
荷しております。もし運用中，上記の電波障害を生じた場合には

電波を発射する前に J A I A I 次の事項にご注意を願って対処され，正しく楽しい運用をされる

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があ ｜ ょうお願いいたします。

り運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発｜ アマチュア局は，自局の発射する電波がテレビ，ラジオ，ステ

射するとアマチュア局が電波法令をi前足していても，不測の｜ レオ等の受信や再生に障害を与えたり障害を受けている旨の連絡

電波障害が発生することがあり，移動運用の際にはじゅうぶ｜ を受けた場合には，電波法令（運用規則 258条）に従って，直ち

んご注意ください。 ｜ に電波の発射を中止し，障害の程度，有無を確認してください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場｜ 障害が白局の電波によるものであると確認された場合には，次

合は管理者の承認を得るよ 7にしましょっ。 ｜ のような方法で，送信側の原因か受信側の原因かの見極めつけ

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車両内，業務用無線局｜ てください。テレビ受信機，ステレオ，ラジオ受信機にア7 チュ

及び中継局周辺等。 ｜ ア局の電波が混入する原因としては，次のものに大別できます。

参考無線局運用規則 第 9章 ア7 チュア局の運用（発射｜ ①送信機からのスプリアス（特に高調波）等によるもの。

の制限等） ｜ ②送信機からの基本波によるもの。

第258条 ｜ ①の場合には，テレビ受像機やFMチューナ一等では特定のチ

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の｜ ャンネルや周波数でj昆信を起こしますから，混信するチャンネル

運用又は放送の受信に支障を与え，若しくは与えるお｜ や周波数が送信周波数と高調波関係にあるかどうかチェックして

それがあるときは，すみやかに当該周波数による電波｜ くだきい。

の発射を中止しなければならない。以下略 ｜ このような場合には，テレビ受像機やFMチューナー側で対策

することが困難ですので，アマチュア局の発射電波の高調波を，

最近アマチュア局の運用，特に都会地の人家密集地帯等での運 更に減らすようにしなければなりません（送信側での対策）。

用が，時としてテレビ，ラジオ，ステレオ等に対する電波障害を ②の場合には，テレビ受像機の全チャンネルや高調波関係にな

生じ，社会的問題となる場合が見受けられます。もちろんアマチ いチャンネル等に混信を起こします。この場合には，テレJビ受像

ュア局側にすべての責任がある訳ではなく，機器メーカーといた 機やFMチューナ一等で基本波を除去する対策をしないかぎり，

しましでも，スプリアス等の不要事面射の発射を極力減らし，質の アマチュア局側で防止することは非常に難かしくなります（受信

良い電波の発射ができるように，念入りに調整，検査を行って出 側での対策）。
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5. キーボードの操作方法
5. I キーボードの操作一覧表

運 用 用 途 使 用 キ 一 操 作

周波数の設定 亡口一仁E ｜一日を 3回押す。

IOkHzステップのアップ／ダウン 仁孟コまたは仁空コ ステップ毎に押す。

IOkHzYップ／ダウンのスキャンの始動 仁亙コまたは［三重コ l秒以上押して離す。

IOkHzスキャンの早送り 仁三コまたは仁空コ l秒以上押したままにする。離せば早送り解除。

ディスプレイ周波数のメモリー IT], [MB]，亡口一仁巴 F, MRと押し， 1-0でメモリーCHを指定。

メモリーチャンネJレの呼び出し [MB]，亡口一己Eコ MRを押し， 1-0でCHを指定。

メモリーチャンネルの消去 巳El.[MB]，仁己仁口一仁E F, MR, Fを押し， 1-0でCHを指定。

メモリーチャンネJレのロックアウト [Mill＋仁口－IT] MSを押したまま， CHを｜一日で指定。

メモリーチャンネルのロックアウトの解除 軍国＋仁口一仁E MSを押したまま，ロックアウトCHを 1-0で指定。

メモリースキャンの開始 [Mill MSを押す。（DCLスイッチはOFF)

ビジー／空チャンネJレスキャンストップの設定 仁El.DJ （テザイスプレイ→国） F, 7を押す。繰返すと交互に設定が入替わる。

テタイツムドリリジジュュームムススキキャャンンの言キ量定ャリアオベレイ 仁E，仁E （テeイスプレイ→固） F, 9を押す。繰返すと交互に設定が入替わる。

プログラムスキャンステップ周波数の設定 [MB]，亡Eゴ，己記仁El.~ MR, Bを押しAでステップを決め， F, •を押す。

プログラムスキャンの開始（MS→M9）（注） 仁E，己E F, Tを押す。

各スキャン動作の解除 仁司 Gを押す。

ディジタJレコードの書き込み [QQJ:JON，宮E，仁口－C[コ DCLスイッチONでMSを押しl一日で5桁のコードを設定する。

ディジタJレコードの呼び出し [QQ口 ON，直E DCLスイッチONでMSを押す。

ディジタルコード表示から周波数表示への切替え 仁豆コ Cを押す。

入力コーJレサインの呼び出し（確認） 口霊巳ON，仁口仁LI.~ DCLスイッチONでF, B，を押し， Aを12回押す。

周波数シフト 一方向 仁巴仁口 F, lを押す。

送信時はMOにメモリーされた周波数にする 仁白仁Zコ F, 2を押す。

周波数シフト ＋方向 仁巴仁亘コ F, 3を押す。

シンプレックス動作にする IT]，仁巴 F, 5を押す。

（注） MSとM9にfMB (fMgの条件を満足する周波数がメモリ されていて，スキャンステップが設定されていること。 13 



5. キーボードの操作方法

5.2 周波数の設定

PAID CH／ー M ＋ 

仁 口 [gJ rnJ 
SHIFT. M SHIFT M/S 

仁百 rnJ LlLl 
BSノOS E!E回 TO〆co

E芝コ E亘コ rnJ 
PS(MB～9) ALERτ 巴蓋軍m
仁E 仁E CLI 
持 ＃ 

守＼
最初に3

を押す。

官~
2を押し，次に

4を押す。

14 

S.STOP 

仁E
FUNCTION 

亡巴
M 

日E
lliMiIヨ

亡麗呂
SHIFT. W 

TR 3600は430MHz帯のトランシーパーですので，周波数の設

定は，まず， 430MHz-439MHzを設定します。

次にlOOkHzの桁とlOkHzの桁を設定します。

（例） 433. 240の設定

キー操作は巴u,rn，巴ユの順に押します。

1一一o;g;talCh白nnel

CALL 
ALERT 

四 OF陪町 掴EM・目VADDRESS 

1一一o;g;talChannel Unk Sy蜘 n一一

KEY LOCK 

’－：ゴーコ寸.c守L可tυ門CALL 
ALERT 

TX OFFSET 醐E周DRYADDRESS 



．レピータ一周周波数

仁竺

eTR-3600でのレピーター運用

［使用方法の例］

1. シフト周波数を5MHzに設定します。

2. [EJ, IT]と押してTXOFFSETをーにします。

3.受信状態で周波数を439.920MHzに合わせます。

4.送信すると434.920MHzでβ送信されLCDは4.920を表示します。

以上の操作により，レピーターを運用することができます。

なお， 88.5Hzのトーン信号はTXOFFSETを一，＋， Mにする

と，自動的に動作します。

e.JR 1 WA局の使用法

1 .使用できるトランシーパーは，送信周波数が434.92MHz，受

信周波数は439.92MHzで伶送，受転換が一挙動ででき，かつ，音

声変調の有無に関係なし 88.5Hz（偏差約0.5%以内）のトーン

信号で士0.5kHzの周波数偏移で変調されているものです。

2. レピーターの局を利用する場合は，受信周波数でワッチし，

使用の有無を確認してください。

6.交信のしかた

3. F M トランシーノぐーの7 イクロホンにイ寸いているプレストー

ク・スイッチを押して，すぐもどすと，レピーターが動作すれば，

JRl WAのコールサインがモールス符号で受信でき，これによ

って，レピーターに電波が達しているかどうかがわかります。

4.通話は簡潔に，かつ短時間に行ってください。一回の通話が

連続して3分を超える場合および通話と通話を相互に繰り返し，

3分を超える場合は，自動的にレピーターの送信は停止しますg

-a送信が停止した後は，次の通話は必ず5秒間の間隔をおい
てからfrってくだきい。

5.始めの利用者相互による通話が， 3分間以内，たとえば2分

間で終了した場合は，次の利用者は， 5秒間の間隔をおいてか

ら通話を開始してください。 5秒以内に通話を開始した場合は，

約 1分間で自動的にレピーターの送信は停止します。

6. F2, F3以外の電波で，レピーターによる自動中継は，

に行わないでください。

車色女寸

7.通話と通話の間隔の時聞が5秒を超えますと自動的にレピー

ターの送信は停止しますから，レピーターの入力信号が5秒間

とだえないように送信してくだきい。

8.混信等のため利用が不可能になった場合は，

なしに中断することがあります。

その運用を予告

9. レピーターを利用するときは，自局のコールサインと電波の

発射地点を必ず送信してください。

10.送信電波の質が電波法令に合致しない場合，または混信等の

ためその利用が不可能な場合は，連盟事務局業務課03947-8221 

に電話で通報してください。
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7. 運用にあたってのご注意
荷しております。もし運用中，上記の電波障害を生じた場合には，

電波を発射する前に J A I A I 次の事項にご注意を願って対処され，正しく楽しい運用をきれる
ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があ｜ ょうお願いいたします。

り運用されています。これらの無線局の至近距離で電波を発｜ ア7 チュア局は，自局の発射する電波がテレビ，ラジオ，ステ

射するとアマチュア局が電波法令を満足していても，不測の｜ レオ等の受信や再生に障害を与えたり障害を受けている旨の連絡

電波障害が発生することがあり，移動運用の際にはじゆっぶ｜ を受けた場合には，電波法令（運用規則 258条）に従って，直ち

んご注意ください。 ｜ に電波の発射を中止し，障害の程度，有無を確認してください。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわず必要の場｜ 障害が自局の電波によるものであると確認きれた場合には，次

合は管理者の承認を得るようにしましょ 7。 ｜ のような方法で，送信側の原因か受信側の原因かの見極めつけ

民間航空機内，空港敷地内，新幹線車両内，業務用無線局｜ てください。テレビ受信機，ステレオ，ラジオ受信機にア7 チュ

及び中継局周辺等。 ｜ ア局の電波が混入する原因としては，次のものに大別できます。

参考無線局運用規則 第 9章 ア7 チュア局の運用（発射｜ ①送信機からのスプリアス（特に高調波）等によるもの。

の制限等） ｜ ②送信機からの基本波によるもの。

第258条 ｜ ①の場合には，テレビ受像機やFMチューナ一等では特定のチ

アマチュア局は自局の発射する電波が他の無線局の｜ ャンネルや周波数で混信を起こしますから，混信するチャンネル

運用又は放送の受信に支障を与え，若しくは与えるお｜ や周波数が送信周波数と高調波関係にあるかどうかチェソクして

それがあるときは，すみやかに当該周波数による電波｜ ください。

の発射を中止しなければならなし、。以下略 ｜ このような場合には，テレビ受像機やFMチューナー側で対策

することが困難ですので，アマチュア局の発射電波の高調波を，

最近アマチュア局の運用，特に都会地の人家密集地帯等での運 更に減らすようにしなければなりません（送信側での対策）。

用が，時としてテレビ，ラジオ，ステレオ等に対する電波障害を ②の場合には，テレビ受像機の全チャンネルや高調波関係にな

生じ，社会的問題となる場合が見受けられます。もちろんア7 チ いチャンネル等に混信を起こします。この場合には，テレビ受像

ュア局側にすべての責任がある訳ではなし機器メーカーといた 機やFMチューナ一等で基本波を除去する対策をしないかぎり，

しましても，スプリアス等の不要車両射の発射を極力減らし，質の ア7 チュア局側で防止することは非常に難かしくなります（受信

良い電波の発射ができるように，念入りに調整，検査を行って出 側での対策）。
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以上の外，例えば受信アンテナの接触不良で混変調を生じたり

（受信側の原因），アースが不完全で、あったり（送信倶IJの原因），ス

テレオアンプ等の場合，スピ カーコードが長すぎて電波が混入

したりするケースもあり，原因も種々ありますが，送信側の原因

か受信側の原因かを見極めることが重要となります。

原因の見極めをつけた状態で対策をとる釈ですが，原因が送信

側にあると考えられる場合，アンテナとのマッチングをよくとる

こと，送信機の接地を完全にすることなどが有効です。

以上の外，送信機が明らかに異状動作（例えば，発振等）をし

ている場合，寄生振動や高調波スプリアスの輯射が増え，送信機

からの障害も増えますので，このような場合には，最寄りのトリ

オ通信機営業所，サービスに，修理，調整を申しつけられますよ

う，お願いいたします。

受信側での原因による障害は，その対策は単に技術的な問題に

止まらず，近所での交際上もなかなか難しい場合が見受けられま

す。 JARL（日本アマチュア無線連盟）では，アマチュア局恨IJの串

し出により，その対策と障害防止の相談を受けておりますので，

JARLの監査指導委員または， JARL事務局に申し出られると良

い結果が得られると思います。

また， JARLではアマチュア局の電波障害対策の手引きとして

「TVトステレオ I対策ノート」を有料（ 1部50円干60円）で配布

しておりますから，事務局に申し込みください。

日本アマチュア無線連盟（JARL)

東京都豊島区巣鴨1丁目14 2 CQビル

TEL (03) 947 8221 （代）干170

7. 運用にあたってのご注意

日本におけるテレビ放送のチャンネル

・VHFTV周波数
チャンネル

帯： f或 申面 映像周波数
(MHz) (MHz) 

1 90-96 91.25 

2 96-102 97.25 

3 102-108 103.25 

4 170-176 171. 25 

5 176～ 182 177.25 

6 182～ 188 183.25 

7 188-194 189.25 

8 192-198 193.25 

9 198～204 199.25 

10 204-210 205.25 

11 210-216 211. 25 

12 216-222 217.25 

UHF TV周波数

音声搬送波
(MHz) 

95.75 

101.75 

107.75 

175.75 

181.75 

187.75 

193.75 

197.75 

203.75 

209.75 

215.75 

221. 75 

470MHzから700MHzまでの6MHz間隔で50チャンネル（470-

476MHz二第13チャンネル， 764～ 770MHz＝第62チャンネル）。
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アクセサリー

TR-3600をより有効にご利用いただくために，つぎのようなア ＠ソフトケース SC-9 

クセサリーが用意きれています。 TR 3600と7 ソチしたソフトケースです。

機動性向上のために，ショルダーバンド（アンテナポケット付）
＠ベーススタンド ST-2 

と，ベルト等に簡単に操着できるクリップが付属しております。

TR-3600を固定運用とする場合に便利なベーススタンドです。

また，独立した急速充電回路が内蔵されておりますので，オプショ ＠コールサインディスプレイ CD・10
ンのNi-CdバッテリーPB26を約1.5時間で充電することができま

す。 DC電源がTR-3600に供給きれますので，充電中に運用がで

きます。

6 Ni-Cd（ニッケルカドミウム）電池 PB-26

アクティプに運用きれる方でしたら，充電可能なPB26を御薦

めします。充電器としてオプションのBC 2 , ST 2 , MS-1が

あります。

＠モービルスタンド MS-1 

TR-3600をモービル運用とする場合に便利なモービルスタンド

です。PB-26用の充電器と DC-DCコンパータが内蔵されており，

カーバッテリーで運用できるようになっています。

0ACチャージャー BC-2 

オプションのNiCd電池PB26用の充電器です。

充電時間は約15時間です。
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本機に接続することにより，相手局（DCLシステム内蔵の場合）

のコールサインがモニターできます。

0DC-DCコンパータ DC-26 

@vox付ヘッドセット HMC-1 

＠スピーカ一マイクロホン SMC-30 

＠外部バッテリーケース EB-3 

＠イヤホン（プチホンタイプ） HS-8 

＠マンガン電池ケース BT・3

＠トーンユニット

TR 3600へ装着して， 88.5Hz以外のトーン周波数でレピーター



運用を可能にするサブトーンユニットです。

定格

• TU 35A 

発振周波数・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・88.5Hz（土0.2Hz）常温

調整周波数範囲…………・…一……・…………・60-260Hz

重量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・8g 

• TU 358 

発振周波数……ー……一一…・・……… ・……・・…・… 1MHz

使用可能周波数一…・・…ー・…・EIA Specification Group 37波

重量……－－－－－－－…・ー・・…・・……ー…・・・……・・……ー…・…… 8g 

アクセサリー

ST-2 PB-26 

MS-1 BC-2 
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アクセサリー

DC-26 SMC-30 

HMC-1 

EB-3 
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申請書の書き方

本機により，アマチユア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してください。

また．本機は， JARL登録機種ですから．保証願に登録番号T85を記載することにより．送信機系統図を省略することができ

ます。

無練馬事項書
21希望する周旋歓町範関．空中線電力.1lt披向型式

22工事設計 lll I 送信機 第2送信機

発射可能な

司ti底的型式
430 MH，帯 F,,Fa 周波訟の範

開

変調の

，，アタタンス変調

方 式

e告管, ｜名欄量
2SC3101 X 

｜匝入力 8 4 V 3 W V W 

量虫事主 副院

その他工事量計 電権法第，.に規定する条件に合致している固

1空中線電力
周波敏僻 l’ cw, 電披町宅l式

430M ,110 F, , F, . 

保柾願

無 線 限 備 等

周波数 空中線電力 電波の型式

｜＼  

畳録機傾向畳録番号蓄し〈は名称、又は

430 MH, 10 W F,, F, 尭射可能な電漉の司自式．周波数町庭問

送
MH, w 第1送f,i機 T85 

MH, w 第2送信慢

MH, w 第3送信槍

MH, 、v 第4迭もf棉

唖
MH, w 第5送U機

MH, w 第6送f.l機

．東使用する送信空中線の型式を記入して〈ださい。無線局事項書の「21」欄希望する周波数の範囲，空中線電力，電波の

型式のうち「空中線電力J については下記にしたがって記入してく

t：：さL、。
空中線電力IOW以下「IOW」
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「長ニド下石品不ぷ二長一一一一一
軍用用途 ｜ 使用キー ｜ 織 作

ド空

周波数の設定 ロロー［］］ Eロー口口 ロー g，次に l Oを仰す

JOkHzステッフのア νフ ダウノ｜［孟J• たは哩つ ステ・'7毎に押す

IOkHzア yフ ダウンのスキャン
白司また値目日 l秒以上押して離す

の給動

[Alまたは直ヨ 押したままにする 離せば止まる

F, MRと4甲し， ( -oで〆モリーOHを

指定

IO以H，スキャンの早送り

ディスフレイ周醐のメモリ i巴匝E ロコー田

メモリーチャンネルの呼び出し I IMl!J. Cロー田 MRを押し ( 0でOHを指定

F MR Fを押し． ( 0でOHを指定メモリーチャム〆ネルの消去 ロヨ目 IMl百.[lヨ.cローロロ
〆モリ テャンネルのロックアウ I

ト I liii]J＋ロコー日コ MSを押したまま OHを（ -0で指定

メモリーチャ μネルのロ γクアウ
liii]J＋仁ローロロ

MSを守申したまま，ロ yクアウト OHを l

-0で指定

リースキャμの開始 liii]J MSを押す，（DCLスイ yチはOFF)

a
 

定投互支とすえ返繰す甲を
る
7

わ管

F

入。
」イレフスイデ国国

スv’
 

ヤキスレネv，
 

ヤテ

定
空

設
の

一
フ



TR-3600送信機系統図
RF AMP 

215 000- 430.0日O～＆
VOO 219.995 439.990 SW 

MHz 

週周周途 使用キー 操 作

タイムリジュームスキャン／キャワ l IF. ’を押す．繰返すと安互に段定が入管
アリジュームスキャンの眠 [ITJ.[D. ｛ディスプレイ咽）｜わる．

プログラム＂キャンステップ周趨量 l I MR. S を押し企でステ yプを決め• F，企
｜国E工nrn. =-rn 1 のIi定 I 1告仰す．

プログラムスキャμの開始（MS『 E
lロヨrnM9) Ci主） ' 

各スキャン動作の解除 ロロ
ディジタルコ ドの・.溢み =ON.  (iID Eロー00
ディνタルコ ドの呼び幽し D:iii己ON.~

ディジタルコード褒示から周....褒 l［【
示への切替え 1 』~

入力コールサイ〆の呼ぴ幽し（醐＞ I Cliw凹．回目白ユ田

周埠敏シフトー方向 CT]亡口
送信’tO,MOにメモリ された周境監 1I CTJ. ITl 
にする ' 

周埠艦シフ炉＋方向

シ〆プレ yクス齢作にするt

ロヨ亡E
=-rn 

F. Tを押す．

。を仰す．

DCLスイッチONでMSを押し，－ oで5桁
のコードをS設定する．

DCLスイッテONでMSを押す園

。を押す．

DCLスイッテ ONで F. 8，を押し，企を

＂固押す F

F目 1を押す”

F. z<を押す”

F. 3 ＜，押すF

F. 5を押す”

｛，主】 M8とM’にfMH<ft.1刊の条件争調足する周波監がメモリ－•れていて．スキャンステyプが股定§れていること日

430MHz帯

44 



ブロックダイヤ
RX UNIT X55-1400-00 

ロ，－~－τ一一一τ一一一τ一一一一一一寸
・h 凶PF 2SC2B7f(附

I~やや合了~J' L一一一一一一「
L「 － m 一一－ J 2::0MH> - I Q~ I I 宇｜田刊し

15 o'c, R田 TI 
~ F ト一一ニ」 TOB -----( SW ¥--( Sけ←ATC ロH／し｜

TS ~~SE ~叩 打附 I
L ーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一ーーーーー一一一ーーー一一一」TX UNIT X56-1490-00 

TX一一一一一「

回目白回
囚回回目
白回回困
回目囚困
7514G 017 12 I I 

れ！AF＿；~p
自n

｜ ＼ー＿.／ i I T古布三75 ~~C2712IY) I 

L一一一一一」 L一一一一一一一」
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TR-3600定格

〔一般仕様〕

使用半導体数 7 イコンーー一......2 iJl;J 

トランジスタ・・・ー・47イJ/;J

FET・・・・・・・・・・・・・21Jl;J 

I C ・・ ・・・ ・・ ・ ・ ・・ 7 1Jl;J 

ダイオード・・・・・・・46{J/;]

液品ノマネル…・ー...1個

周波数範囲 430-440MHz

電 波 形 式 F3, F2(DCLシステムの制御信号）

チャンネル数 1000チャンネル

メモリーチャンネル数 10チャンネル

使用温度範囲－20℃ー十50℃

空中線インピーダンス 50Q 

基準動作電圧および動作範囲 8.4V士25%

消 費 電 流メモリーパック？ツ／時

寸

重
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(DC8.4Vにて） （電源OFF)

受信待受時

送信時間（1. 5W) 

lμA以下

品甘35mA

750mA 以下

LOW（約300mW) 400mA以下

法 （突起物を含む最大寸法）

幅66(68）×高き 176(186）×厚さ40(40)mm

（？ンガン電池装着時）

量約510g （含マン力、ン電池，アンテナ）

約520g （含， NiCd電池，アンテナ）

〔送信部〕

送信出

変調方

力 HI 1.5W 

LOW 約300mW

式 リアクタンス変調

最大周波数偏移

（可変リアクタンス周波数変調）

士SkHz

有主 要 幅 射

イ吏用マイクロホン

〔受信部〕

受 f言 方 式

中 問 周 波 数

且.1:. f言 感 度

60dB以下

エレクトレットコンデンサータイプ

ダブルスーパーヘテロダイン

第1 I F 21.6MHz 

第2 I F 455kHz 

-6dBμ(0.5μV）入力にて

S/N 27dB以」二

12dBμ SINAD感度一12dBμ

(0.25μV）以下

スケルヂ感度 14dBμ(0.2μV）以下

通過帯域幅 12kHz( -6 dB) 

28kHz ( 40dB) 

低周波出力 400mW

(10%歪， 8 Q負荷時）

・測定法はJAIAで定めた測定法による。

．ご注意 定格は技術開発に伴い変更になる場合があります。



メモ
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・トリオ株式会社
本 社東京都渋谷区渋谷 2 のりの 5 シオノギ渋谷ビル干150

お買い上げ後のサービスのご相談は 通信機サービス窓口 または購入店をご利用ください。

その他商品に関するお間合わせは，お客様相談室をご利用ください。

⑥55505 PRINTED IN JAPAN B 50-4 I 55-20(T）④ 






